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1 研究の目的・意義

急速に進む地球環境の悪化が叫ばれる中、

循環型社会の構築を目指 し、再生可能エネル

ギー(太陽光、風、地熱など)や再生可能原料

(植物 )の 利用が主張されている。その中で、

優れた植物資源のひとつとして注 目されてい

るのが大麻草である。

大麻草が注 目される理由としては、その栽

培に農薬や化学肥料が必要ないとい うことや、

雑草や害虫に強いとい うことから、環境負荷

の低い植物であるとい うこと。また、様々な

製品の原料 となり、石油資源や木材資源の代

替品として利用価値が高いとい うことなどが

あげられている。EU諸国やカナダ、オース

トラリアにおいては産業利用 目的の大麻草を

産業用大麻(LlduStrla Hcmp)と 呼び、栽培助成

金を出すなどしてその活用を進めている。

一方、 日本において大麻草 といえば、大麻

取締法によつてその栽培や所持が厳 しく規制

されてお り、向精神作用のある危険な薬物で

あるとい う認識は非常に強いものの、その産

業利用についてはほとんど認識されていない。

こういつた状況において、 日本における大麻

草の産業利用を進める活動は、海外諸国にか

な り遅れをとつていると言わざるを得ない。

しか し、歴史的に見ると日本人 と大麻草と

の関わ りは非常に深い。先人達は大麻草を生

活のあらゆる場面において利用 していたので

ある。

そこで私は、日本における大麻草の産業利

用を進めるためには、その有用性や安全性に

対する知識を深めることと共に、歴史的、文
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化的にみた、資源 としての大麻草と日本人 と

の関わ りを深く理解することが必要であると

考えた。よって本研究では、日本における大

麻草の産業和l用 の現状を調査 しその問題点を

明らかにすることと、かつての日本における

大麻草利用の実態を調査 し、日本人と大麻草

との関わ りについて理解をすることにより、

今後の 日本における大麻草の産業利用につい

て考察を行 うこととした。

2 研究方法

・海外における産業用大麻の利用事例や有用

性について、および 日本における大麻草の産

業利用の歴史や、法律による規制についての

文献調査。

・海外における産業用大麻の利用事例や有用

性について、および 日本における大麻草の産

業利用の歴史や、法律による規制についての

文献調査。

・かつての 日本人 と大麻草との関わ りについ

て理解をするために、人々が大麻草を資源 と

して扱つていた名残の残る地域を訪れて、実

際に利用を行っていた人物への間き取 り調査

や、博物館、郷土館の調査。

・ 日本において大麻草の産業利用を進めてい

る企業や市民団体への間き取 り調査、資料に

よる調査。

。日本の大麻農家を訪れ、国産大麻草の栽培

状況について調査。

・以上の調査により、今後の 日本における大

麻草の産業利用についての問題点を明らかに

し、その展望について考察する。



3 大麻車の産業利用

31大麻草とは

大麻草とい う植物は、アサ科 1年 草の双子

葉植物で、中央アジア原産、現在では世界中

に分布 している。成長速度が早く、100日 ほ

どで 2～3mにまで成長する。土壌や気候など

への環境順応度が高く、害虫や病気に強い。

32大麻草の品種

大麻草にはその生理的な違いにより、薬用

型、中間型、繊維型 3つの品種がある。 この

品種分けは向精神作用を持つ THC(デ ルタ 9

テ トラヒドロカンナ ピノール )と その作用を

打ち消す CBD(カ ンナ ビジオール)と い う2

つの化合物の割合でなされる。

大麻草は他花受粉が優勢に働き、自然交雑

が行われる。また、遺伝的に THC含有の大麻

草が優勢であるため、純系を保持するために

は個体の集合郡での管理が必要となる。

33産 業用大麻

EU諸国やカナダ、オース トラリアなどで

は、繊維型の大麻草のことを産業用大麻 と呼

び、商業栽培がなされている。そこに微量に

含まれるTHCでは、人間に陶Fl・作用をきたす

ことはない。

大麻草が、産業用資源 として注 目され始め

たのは 1980年代のヨーロッパにおいてのこ

とである。1993年 にはイギ リス、94年にはオ

ランダ、96年には ドイツ、オース トリア、98

年カナダ、2002年 オース トラリア、ニュージ

ーラン ドが産業 目的の大麻草の栽培を解禁 し

ていつた。

カナダやフランスにおいては、もともと薬

理成分 THCの 含有量の少ない品種からさら

に THCを減 らし、繊維 を採るための品種、固

い麻幹を採るための品種、食用の種子を採る

ための品種など、目的に応 じた産業用大麻の

種子を開発 している。

産業用大麻については、その THC含有量に

ついての検査が効果的に行われてお り、薬用

型 との混合や不正行為についてのF●5題は起 こ

っていない。検査は、3haに つき lhaが抜き

取られて行われる。

4日 本における大麻車の産業利用について

41主 な調査日程一覧

2008年

4/25 滋賀県高島市 大麻農家

5/24 長野県木曽郡 開田村郷土館

6/8 栃木県宇都宮市 栃木県立博物館

栃木県鹿沼市 大麻農家

10/7 栃木県鹿沼市 大麻農家

栃木県那須郡 大麻博物館

12/17,18 福島県大沼郡昭和村

2009年

1/9 岐阜県揖斐郡 岐阜県産業用麻協会

1/12 滋賀県米原市甲津原

奥伊吹ふるさと郷土館

1/21 千葉県いすみ市

(有)ビ ックフイ~ル ド社

ヘンプサーフボー ドエ場

42日本人と大麻草との関わ り

滋賀県米原市甲津原

草野タキさん(81)へ の間き取 り調査

・ 甲津原麻布は、極めて自給的な生活を送つ

てきたこの村の人々が、各家庭で自給 自足 し

ていた家庭用衣料であつた。

・ 大麻草の栽培は手がかからず、糸績みや機

織 りの仕事は外の仕事が出来ない冬の間に行

う手間のかかる仕事であつた。家族の 1年分

の衣料を冬の うちに作つておいた。

・大麻繊維を編んで作 られる丈夫な縄や紐は、

畑仕事や山仕事など、生活になくてはならな

いものであつた。

・やがて衣料品は作るものから買 うものへと

変化 し、この村の人々と大麻草との関係は途

絶えていつた。

・ しか し、現在でも一家に一着の大麻衣料品

が残 されてお り、祭事や葬式などで着用する

風習が残つている。

栃木県

栃木県立博物館での大麻栽培の道具展

・栃木県は日本一の大麻栽培地であり、商品

作物 として扱われてきた。

・栃木県最初の銀行は大麻繊維間屋であつた。



かつて板木県は大麻産業で栄えた。

・ 明治期には安価な麻類の輸入が増え、大麻

農家に大きな打撃を与えた。

・軍需によリー時盛 り返 しを見せたが、化学

繊維の普及により、農家は麻の販売を断念 し

ていく。

・2008年 「野州麻の生産用具」361点 が国の

重要有形民俗文化財の指定を受けた。

福島県大沼郡昭和村

・かつてこの昭和村においては、苧麻が売物

用の繊維であ り、大麻草は自分たちの衣服を

作るのに必要な資源であつた。

・ この村には、日本でただ一人、現役で大麻

草栽培を行い、機織 りまでを行つている人物

がいる。

・ この人物が繊 りなす麻布は非常に柔 らかく

て、水分保持性に富んでいる。

・ どんなに細かい麻繊維でも、決 して捨てる

ことなく糸を紡いでいかれる。

長野県 開田村郷土館

大麻草栽培の資料や道具などについて

展示資料による調査

。かつて木曽の麻衣の産地としてその名 を知

られた長野県木曽郡開日高原では
'開

田村の

麻織の技法Jが長野県選択無形民俗文化財に

指定されている。

・ 今では大麻草の栽培や機織 りなどの技術を

継承す るものがいなくなってしまつた。

・地域の子どもたちに、村の歴史や文化を知

つてもらお うと、村の教育委員会によりこの

技法を復刻 しようとする活動が行われている。

まとめ

。大麻草は日本人にとつて馴染みの深い資源

である。

・大麻草を資源 として利用 していた世代は高

齢者が多く、その経験をもつ人々がやがて亡

くなられて しま うと、大麻草と日本人との関

係は消滅 して しま うのではないか。

・ こうした関係を絶や して しまうことのない

よう、麻織物などの伝統的な技術の保存に取

り組んでいくことが必要である。

43日本の大麻農家の現状

・激賀県高島市

滋賀県において大麻草栽培の許可が下 りる

のは、地域の伝統的な祭事への利用が求めら

れる場合に限 られている。栽培場所について

は、道路沿いや人 日につきやすい場所での栽

培は許可されず、山奥の畑が指定されている。

この場所は 日当りが悪く、風害を受けやす く、

栽培環境が良くない。

この農家では、動物による食害や盗難防止

のための金綱設置が義務づけられている。ま

た、自主的にネ ットや監視カメラの設置が検

討 されている。仮に動物による食害があった

としても、動物による食害であるとい う証拠

ではなく、人間による盗難ではないとい う証

拠を示 さなくてはならない。

県の行政機関には、大麻草の薬理成分を検

査する体制が整えられていないため、栽培許

可が下 りても山奥の人 目につかない所へ と追

いやるとい う対策 しかとられていないとい う

のが現状である。

・栃木県鹿沼市

栃木県は、古来より日本の大麻草栽培の中

心地であ り、現在でも数十軒の大麻農家が存

在 している。栃木県では、大麻草の盗難被害

を防ぐために、1982年 に トチギシロとい う品

種の無毒大麻が開発 された。現在、栃木県で

栽培 される大麻草はすべてこの トチギシロと

なつてお り、毒性のある大麻草 との交配を防

ぐ目的で、 トチギンロの種子は県外持ち出 し

禁上である。

さらに、薬務課の麻薬取締員による有毒性

の検査が年に数回行われるなど、行政機関に

よる徹底 した管理体制のもと、栽培 されてい

るのである。

このような理由か ら、栃木県の大麻農家の

畑には金網などが張 られることなく、す くす

くと伸びる大麻草を誰でも近くでよく見るこ

とが出来る。

まとめ

現在の 日本における大麻草栽培面積は 9 ha

程であ り、その 9割が栃木県である。



栃木県以外の栽培地では、産業用ではなく

地域の伝統行事や伝統工芸を守るために栽培

されているとい うのが現状である。

栃木県においては、行政機関による無毒大

麻の管理が徹底 されてお り、他の地域ではこ

うした管理体制が取 られていないとい うこと

が問題である。

こうした事情から、現在 日本における新規

の大麻草栽培免許の取得は困難な状況であり、

大麻草の産業利用において国産原料の確保は

非常に難 しくなつている。

44日本において大麻草の

産業利用を進める企業

・千葉県いすみ市  (有 )ビ ックフィール ド

ビックフィール ド社は、フランスから輸入

した大麻草の茎を原料にサーフポー ドのフォ

ームを製造販売 している会社である。

石油製品である従来のサーフボー ドは、破

棄する際に燃やすことができず、環境に対す

る悪影響が大きい。

開発からおよそ 3年の改良期間を経て、機

能性の面においても納得のいく商品とな り、

日本各地に流通 しはじめている。

ビックフィール ド社は、環境に対する取 り

組みが評価 され、群馬県商工会議所か らの助

成金を得ての研究開発であつた。

日本において大麻草の産業利用を行 う企業

はそのほとんどが零細企業であ り、資金不足

などの問題により研究開発が遅れているとい

うのが現状である。

4 5国 産大麻草の産業利用への取 り組み

・岐阜県揖斐郡 岐阜県産業用麻協会

岐阜県には、大麻草の利用が行われる伝統

行事や伝統文化が数多く残 されている。

岐阜県産業用麻協会は、岐阜県の伝統工芸

品に大麻草の利用を行い、新商品を開発す る

ことなどによつて、伝統工芸の衰退をふせ ぐ

とともに、大麻草の産業利用を進めている市

民団体である。

協会の事務局長を務める日口龍治さんは、

国産大麻草を原料 とした製品開発をすること

を目標に、長年に渡つて行政 との協議を行つ

てきた。 こうした地道な努力により行政機関

の理解が得 られ、本年からは岐阜県で大麻草

の栽培を行い、その産業利用を進めていくこ

とが出来る予定であるとい う。

5Ъ

撃[ぉ ぃて大麻草の産業利用ゝ 進められ

ていくためには、第一に、大麻草が資源であ

るとい う認識が広が らなければならない。

かつて大麻草を大切な資源 として有効利用

していた経験を持つ世代は、残 り僅かである。

また、資源 としての認識を持つ人々が残す、

麻織物などの大麻草利用の文化も、消滅寸前

となつている。

このような文化を保存する取 り組みが行わ

れることにより、大麻草 と日本人 との深い関

わりの意識 も残されていくであろ う。

また、大麻草の産業利用を進める企業は零

細企業が多く、資金面においての問題からダ

イナ ミックな展開が しにくいとい うこと、国

内での原料確保が困難であることなどが今後

の発展に向けた問題点 としてあげられる。

大麻草 とい う植物は、その利用のされ方に

より両極端な側面を持ち合わせていることは

事実である。法律を無視 して、モラルに欠け

た利用がなされているとい う現状からみると

現実的には 日本における産業利用が進められ

ることは難 しいと言える。今後の 日本におい

ては、大麻草に対する正 しい理解のもとで、

この植物が有効に活用 されるとい うことに私

は期待 している。
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